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論　文　の　内　容　の　要　旨
　本論文は，統語論と音韻論のインターフェイスを主な研究対象とし，とりわけ，文あるいは談話の句構造
がどのような形で音韻表示に写像されるべきかを論じようとするものである。具体的には，ミニマリストプ
ログラムのわく組みに依拠し，統語部門において最小句構造の考え方を採用することにより，統語構造の境
界を音韻的な境界として解釈するきわめて簡潔な写像理論を提案する。
　音韻部門の表示においては，韻律句のレベルと発話の速度により，一定数の境界を削除する操作を仮定す
る。これにより，さまざまな長さの韻律句が形成できることになり，その重要な帰結として，削除する境界
の数を変動させることによって，韻律句化の随意性をきれいな形で説明することが可能になった。さらに，
この理論では，構成素の長さと韻律句化に関する問題，英語の文強勢や重名詞句移動に関する問題などに，
自然な解決策を提示することが可能となる。また，理論的な側面として，循環的スペルアウトを用いること
で従来の再構造化規則が不要になること，音韻的エッジ・パラメータの効果が統語的主要部パラメータの帰
結として説明できることなど，多くの利点をもつことが主張される。
　本論文は 0 章からなる。
　第  章は，本論文の導入として，従来の研究では，統語部門で仮定される階層的な句構造がどのように音
韻部門で解釈されるかはあまり議論されてこなかったことが指摘され，本論文の目的が統語論と音韻論の関
係を句構造の線形化という観点からより詳しく研究することにある旨が述べられる。
　第 2 章では，ミニマリストプログラムに依拠した続語構造が仮定され，その統語構造から音韻構造への写
像として最小写像理論が提案される。この理論は，統語的な句構造を示す括弧を音韻的な境界を示す斜線に
変換するという簡潔な内容のものであるが，この理論の下では，音韻規則の適用の可否が統語構造の枝分か
れの有無に連動する形で決定されるために，さまざまな音韻現象がより原理的に説明できることになる。
　第 3 章では，提案された理論が Selkirk（986）によって提案された末端基盤理論（end-based theory）
に対する簡潔な代案となることが述べられる。韻律句化におけるエッジ・パラメータの効果は，この理論で
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は，統語的な主要部パラメータの帰結として説明できるので，音韻論の独立のパラメータとする必要がなく
なり，文法理論をより簡潔にすることができるのである。
　第 4 章では，随意的な韻律句化と発話速度の問題が取り上げられる。フランス語のリエゾン，英語のリズ
ム規則と音調句化，中国語の声調変化など，多くの言語で韻律句に関する規則は随意的であることが指摘さ
れている。最小写像理論は，境界削除規則で削除される境界の数が発話速度に対応していると仮定し，その
数値を変えることにより，この随意的な韻律句化を説明することができる。
　第 5 章では，構成素の長さが音韻論と統語論に与える影響について議論される。右枝分かれ構造では，構
成素が長くなるに従って，その右端に閉じる括弧が連続して生じる。この連続は音韻境界の連続として写像
され，韻律句の境界となるため，その前で文強勢を生じることになる。これが英語における第二文強勢の生
起を説明する原理となる。また，文の途中で長いポーズが起こることを避ける音韻的原理（Avoid Pause）
の働きにより，重名詞句移動などの統語的移動規則が適用する動機が説明される。
　第 6 章では，最小写像理論が，文内における現象だけではなく，談話のプロソディーと構造に対しても新
しい洞察を与えうることが論じられる。Nespor and Vogel（986）は「音韻変化規則が文を超えて適用す
るためには，2 つの文が比較的短く，間にポーズがあってはならない」という観察を行なっている。最小写
像理論では，この直感的なレベルの制約を「2 つの文の間に音韻的境界が一定数以上存在する場合には，音
韻規則が適用することはない」という形で定式化することができる。
　第 7 章では，最小写像理論が焦点化や話題化，あるいはそれに伴う要素の移動に関して，新しい知見を与
えうることが論じられる。焦点要素は，前提要素と対比され，韻律句境界によって区切られるが，そのよう
な境界が存在するのは，焦点要素ではその内部の句構造がしっかりと保持されるために，これが音韻境界と
なり，焦点要素の前後に韻律句境界を生み出すからであると説明される。話題化要素については，前置され
た構成素はその右端に構成素構造を閉じる括弧をもつために，それが音韻境界となり，主節とは独立の韻律
句を形成しやすいという説明が与えられる。
　第 8 章では，意味と韻律句化との関係が論じられる。Zubizarreta（998）の自動詞構文の分析を出発点
として，モジュラー NSR（核強勢規則）や PF 再構造化などの規則が批判的に検討され，続いて，Kuroda（972）
などで導入された単純判断・二重判断という意味的・認識的概念に基づく著者による分析が提示される。
　第 9 章では，統語構造の派生とスペルアウトの関係について，文産出と文解析の観点からの考察が行なわ
れる。新しい理論的な可能性として，単語と構成素を示す括弧を同時に派生して逐次スペルアウトを行ない，
併合（Merge）は閉じる括弧が導入されるその後の段階で起こるという，併合前スペルアウト（Spell-Out 
before Merge）が提案される。一方，文解析の観点では，産出された無音の半ビートが聞き手により逐次
統語的な括弧として解釈され，句構造が作り上げられていく可能性が提示される。
　第 0 章は結論で，本論文の提案がまとめられるとともに，残された問題について触れられている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　生成文法のひとつの大きな目標は，さまざまな統語現象の観察と理論的検討を通して，文がどのような階
層的句構造をもつかということを解明することであった。その目標はある程度達成されつつあるが，しかし，
その句構造がどのように文法の音韻部門で解釈されるかについては，あまり研究が進んでいない状態である。
言い換えれば，スペルアウトの具体的な仕組みについては，これまであまり有力な理論が存在していなかっ
た。本論文は，重要な問題であることが意識されながらも，十分な議論が行なわれてこなかったこの統語論
と音韻論のインターフェイスの問題に対して，句構造の線形化という観点から，簡潔かつ大胆な提案を行なっ
ている。今後，統語部門のスペルアウトについてさらに詳細な研究が進められていくことが期待されるが，
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本論文はそのような研究のひとつの方向性を示したという意味で，この分野の草分け的研究としての位置づ
けを与えられることになると思われる。
　本論文の先駆的特徴は，最新のミニマリストプログラムのわく組みで仮定される最小句構造を利用した点
に，まず求めることができる。最小句構造は，バーレベルや XP といった範疇ラベルを仮定せず，枝分かれ
節点だけを認めることに特徴をもつが，この考え方を採用することにより，統語構造と音韻構造の関係がき
わめて簡潔な仕組み，すなわち，本論文で提案された最小写像理論によって適正に捉えることができるよう
になった。従来の X バー理論に基づいた場合に必要とされる種々の調整規則や再構造化規則が，この新し
い写像理論の下では必要なくなるのである。また，このように統語論と音韻論の関係が簡潔に捉えうるとい
うことは，裏を返せば，著者によって主張されるように，本論文の議論は最小句構造を提案した Chomsky
（995）などの統語論的考察を支持し，その証拠になると考えることができる。理論的な貢献として，注目
すべき点である。
　提案された最小写像理論は，統語論と音韻論の対応関係を簡潔に捉えるだけでなく，そのダイナミックな
関係も明らかにしてくれる。この理論では，さまざまな音韻現象が句構造の枝分かれの有無という統語論的
要因との関係で説明されるだけでなく，重名詞句移動などの統語規則の適用が音韻論的要因に左右されると
いう説明にみられるように，統語論と音韻論のいわば双方向的関係が視野に入れられる。従来の研究では，
重名詞句移動などの文末重心に関係する規則の適用は，談話情報的原則の下で説明されることが多かったが，
文中に長いポーズが生起することを避けるという音韻論的に自然な原理を立てることにより，従来よりも格
段に厳密さを備えた定式化を行なうことができるようになった。優れた知見であり，十分に評価されるべき
である。
　ただし，今後に残された課題がないわけではない。その第一は，本論文で提案された理論は，斬新で大胆
な内容を含むものであるが，理論の細部については，十分な精密化が行なわれていない部分がいくつか残っ
ていることである。たとえば，境界削除の操作において，削除される境界の数は言語や現象ごとにさまざま
に異なるが，その多様性は何に起因するものであるのかについては議論が展開されていない。このような点
について議論を追加して，細部を詰める必要があると考えられる。その第二は，本論文で扱われている言語
現象は英語，日本語を始めとして，フランス語，中国語，セルボ・クロアチア語など世界の多様な言語から
収集されているが，一方で，言語事実の発掘がもっとも進んでいる英語からの具体的事例の引用およびその
検討が必ずしも十分には行なわれていないことである。英語の韻律句やアクセントに関しては多くの先行研
究が存在し，数え切れないほどの言語事実が指摘されてきている。それらの事実を本論文の視点から整理し
直し，理論の中にしかるべき形で取り込むことができれば，本論文での提案がさらに説得力のあるものにな
ると考えられる。そのような意味で，具体的データと理論のつき合わせの作業をさらに広範囲にわたって行
なうことが，ぜひとも必要である。
　残された問題はあるものの，本論文で提案された理論および言語現象の分析が，統語論と音韻論のインター
フェイスの研究に対して多大な貢献をなすものであることは間違いない。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
